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石神井会のご案内

１、石神井会の目的

石神井会は、会員の親睦と福祉の増進を図り、安全で、明るく住みよい

町づくりを目的としています。

２、石神井会の区域

上石神井南町の大半と上石神井１・２丁目の一部が石神井会の区域です。

この区域に居住の皆さんで組織され現在の会員数は約４６０世帯です。

３、組織

① 班・組

町会は日常でのお付き合いや、震災時等での助け合いが行われ易い隣近

所の約２０～４０世帯で班を編成しています。個人会員からなる１９の

班（第１班～１３班、４―A 班）およびマンション社宅等と一つの

法人会員で構成されています。

班長の選出は、それぞれの班で決められており、任期は原則１年です。

班長は、班内への回覧の回付、会費・募金等の集金、その他 定例会で

班内の意見を表明し、討議にかけるなどの職務を行います。

② 活動目的とその担当部署

町会の目的を達成（推進）するため、次の部を設けて活動をしています。

部 内容

総務部 町会運営の全体の調整を担当。

各種会合（総会、定例会等）の運営、会員への情報伝達（各

種会合の報告、区その他の行政からの情報伝達、ホームペ

ージの管理等）、会計（予算・決算・報告）や組織（会員新

規勧誘等）に関する事項の管理に加え、他部に属さない事

項も含め幅広く担当しています。

安全部 町内の安全を担当。

毎月２０日を石神井会安全の日と定め、区域内のパトロー

ル（1,2,7,8 月は休み）のほか、年末には歳末特別警戒パト

ロールを実施。

毎月２０日のパトロールには２０名ほどの方が参加されて

います。月に一度、区のミニパトカーに小学生と同乗し、

かわいい声で広報活動をしています。

石神井警察からの犯罪情報などの告知にも努めています。
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また、ワンワンパトロールやひまわり 110 番など町会員の

協力を得て防犯に努めており、犯罪の少ない町といわれて

います。

福祉部 町内担当の民生児童委員と連係して活動を進め、高齢者世

帯やひとり暮らし高齢者の見守り訪問活動を実施。

赤い羽根共同募金や歳末助け合い運動募金については対外

的な協力窓口を務めています。

環境部 安全パトロール時にゴミ拾いの清掃活動を行ない、

区の一斉清掃や自主清掃の際は趣旨の周知を図ります。

練馬区が実施する毎年２月の鼠の一斉駆除では殺鼠剤の配

布を希望する会員に対して薬剤の取次を行います。

環 境 部

外環班

外環道路建設計画で今後予想される問題点を把握し、

会員に情報を提供。外環関連工事による環境悪化を阻止

するため他町会と連携して活動しています。

環境部

新 宿 線

問題

担当

西武新宿線の立体交差化計画により立ち退きを迫られて

いる会員がおられることに鑑み、本計画および本計画に

付随する駅周辺まちづくり構想に関する情報、動向を収集

し、会員をサポートします。

振興部 会員の親睦と相互交流による地域の活性化を図ります。

具体的には地区祭への参加、もちつき大会や施設見学会等

を実施します。

③ 防災会

防災会 町会の防災を担当。

大地震発生時等に町会内で自主的な防災活動を行うことに

より、災害防止および被害の低減化を図ることを目的とし

ています。

防災に関する知識の普及と年２回ほど訓練（防災訓練、消

火訓練）を実施しています。災害時要援護者の把握と災害

時の救出・救護に努めます。

班長は地域防災リーダーとして、災害発生時における班内

の情報収集・安否確認に努めます。
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避 難 拠

点

当地区では上石神井小学校が避難拠点と定められており、

震度５弱以上の地震が発生したときに開設されます。

避難拠点は、区要員・学校要員・町会要員等で構成され『避

難拠点連絡協議会』として相互に連携して避難拠点の運営

を行います。当町会の防災担当役員も『避難拠点連絡協議

会』の一員として位置付けられており、年１回の避難拠点

訓練に参加しています。

役員構成

会長＝会を代表し、会務を統括する。

副会長(若干名)＝会長を補佐し、会長に事故あるときは代行する。

会計（２名）＝会の会計を処理する。 監事(２名)＝会計を監査する。

運営委員(各部数名)＝前記の部の活動を行う

相談役を設ける場合がある。

防災会は別途、副会長・会計・防災リーダーで構成され、班長は防災会の

班リーダーを兼ねます。(会長は石神井会会長が兼務)

役員の任期は２年とする。

班長を含め月 1 回の定例会を開き協議運営を行っている。

５、会費

第３四半期までに入会する場合は、入会時期に関わらず入会申込書と共に

会費として１千円を納めるものとする。第４四半期に加入する場合は入会

申込書と共に１千円を会費として納めるが、当該会費は翌年度の会費に充

当し、当年度会計上は「前受け金」として管理する。

６、石神井会へ加入のお誘い

石神井会は、会員が前記目的を達成するために計画・決定・実行する

互助団体です。

私たちの町が、安全で、明るく、住み良い町になることを願っており、

一人でも多くの方に参加をいただき一緒に活動していきたいと思います。

よろしくお願い申し上げます。

入会申込について詳しくは班長または役員におたずねください。

                                                       


